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中国篆刻対江戸時代日本篆刻的影響研究
李寧
論文要旨 
 江戸時代になると、日本の篆刻芸術は開花し、急速に発展した結果、一時に名家が輩出、
さまざまな流派が生まれ、大量の印譜が刊刻されるとともに印学思想が深化することとな
った。 
このため江戸時代は日本篆刻史上において最も重要な地位にある。その重要な一因は、
中国の元明清以来の印学に関する書籍が長崎貿易を通じて日本に輸入されたことによる。 
江戸時期の印人たちは、その輸入された中国の印学を学ぶことに積極的であった。これ
を契機として、江戸時代の篆刻は、日本の過去のいずれの時代も超えた篆刻芸術のピーク
を迎えたのである。 
本論文は次のように構成している。 
緒論 
上編 江戸時代における唐船舶載された中国の印籍 
第一章 江戸時代における唐船舶載の明清印譜 
第二章 江戸時代における唐船舶載の中国印論 
第三章 江戸時代における唐船舶載された篆書法帖 
第四章 江戸時代における唐船舶載された中国の篆纂 
下編 江戸時代における日本篆刻の発展と唐船舶載の印籍との関係 
第一章 唐船舶載の印譜に所見する明清篆刻流派と江戸時代の篆 
第二章 唐船舶載印譜に所見する古印章と江戸時代における「芙 
第三章 曽之唯の『印籍考』と江戸時代における印人の所見した 
第四章 杜澂の『澂古印要』と舶載 
第五章 高芙蓉の複篆した『古今公私印記』と舶載典籍 
第六章 舶載された五十五種類の明清印譜考 
結論 
付表 
図索引 
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 本論は、江戸時代における日本に舶載された中国の印籍が、どのように江戸時代の篆刻
芸術に与えた影響かを究明するものである。さらに、江戸時代において篆刻の風格と印学
理論の発生と発展を考察する。 
 そこで、本論は上編と下編と分け、上編で江戸時代における日本に舶載された中国印籍
の種類と状況を整理した。下編は、江戸時代の篆刻芸術の発展と舶載された印籍との関係
を明らかにしている。 
 上編は、舶載された中国の印籍を印譜、印論、篆書法帖と篆纂という四種類に分け、江
戸時代の長崎貿易に関する諸目録に基づいてこの四種類の印籍の舶載状況を究明してい
る。この四種類の印籍を内容により分類し、現有の資料に基づいて印籍の価格、舶載の唐
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船、港と舶載された印籍との関係を考察する 
 下編は、舶載された印譜に見られる明清流派の風格及び歴代の古印形式と江戸時代にお
ける日本の印人たちの風格との関係を究明する。江戸時代の印論により、印人たちが学ん
だ中国印籍、その印籍に対する評価と、どのような印籍が日本にどのように影響を与えた
かを分析している。中国印籍の日本での翻刻状況を参照し、各種類の印籍が日本での流行
の状況を考察する。さらに江戸時代の篆刻形態に与えた中国印譜の特徴を詳細に分析した
ものである。 
 以上のように、本論文は江戸時代の篆刻藝術に中国の印学がどのように影響を与えたか
を、長崎貿易を通じて輸入された舶載書目に依拠して明らかにしたものである。 
